
授業での指導の工夫

第３学年 式の展開と因数分解

本単元でよく見られる生徒のつまずき

次の式を因数分解しなさい。

4𝒳2 − 12𝒳 + 9
共通因数でくくり出すことができないため、ど

の公式を使えばよいか判断できない。

○ 生徒が言葉や数などの数学的な表現を用いて、簡潔、明瞭、的確に表

現する場面の設定

○ 問題解決の過程を振り返り、どこに着目し、どう考えるとよりよく解

決できたのかを整理する場面の設定

実践事例３－１

共通因数でくくり出してか
ら公式を使って因数分解でき
る多項式と混同し、解法の見
通しがもてない。

この式に共通因数はあるのかな？
４をくくり出しても、うまくいかな
いよ。

では、公式を使って因数分解
をする方法を考えよう！

因数分解の公式(3)’が
使えそうです。

共通因数がないなら、因数分解の
公式が使えるんじゃないかな。

𝟒𝓧𝟐と＋𝟗の２つの項が、𝟐𝓧
と −𝟑 の２乗になっているので、
公式が使えると思いました。

どうして因数分解の公式
(3)’が使えそうだと思った
のかな？

【深い理解につながる発問の工夫】
・他の式でも判断できるよう、判断
の理由を明らかにするために、因
数分解の公式(3)’を選んだ理由を
問い返します。

授業づくりで大切にしたいこと

【本時の目標】多項式を見て、適切な因数分解の方法を判断することができる。

【まとめの工夫】
・判断の理由を明確にできるよう、
判断に迷う２つの場合を並べて
板書し、理由を対比できるよう
にします。


